
第３学年 理科 学習の指針（シラバス） 

１．学習の目的（教科の目標）  

（１）自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技  

能を身に付けることができるようにする。 

（２）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養うことができるようにする。 

（３）自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養うことができるようにする。 

 

２．学習計画 

学

期 
学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

 

１ 

学 

期 

生命の連続性 

１章 生物のふえ方と成長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 遺伝の規則性と遺伝子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 生物の種類の多様性と進化 

 

●生物のふえ方や成長について、既習内容や日常経験から、説明する。 

●生物のふえ方の共通点と相違点や、親と子の特徴の関係性を見いだし、表現する。 

●無性生殖の特徴を理解する。 

●動物の有性生殖について、受精から発生の過程を理解する。 

●被子植物の有性生殖について、受精から発生の過程を理解する。 

●生物が成長するときの細胞の変化について理解する。   

●細胞分裂の観察を適切に行い、分裂している細胞を探しだし、その特徴をスケッチ

などで記録する。 

●細胞分裂の進み方を理解する。 

●親と子の染色体の数が同じに保たれるしくみについて考察し、減数分裂と体細胞分

裂の違いについて説明する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●遺伝子の受けつがれ方について、無性生殖と有性生殖の違いを理解する。 

●メンデルの遺伝の実験内容と、実験結果の顕性形質と潜性形質の現れ方について理

解する。  

●顕性形質と潜性形質の現れ方について、遺伝子と関連させながら、表現する。 

●分離の法則を理解し、実際に遺伝のモデル実験を計画・実施することで、遺伝の規

則性について探究する。 

●探究の過程をふり返り、遺伝や遺伝の規則性についての理解を深める。     

●遺伝子やＤＮＡに関する研究成果が身のまわりで利用されていることを理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●生物は長い時間をかけて変化して多様な種類が生じたことについて、問題を見いだ

して表現する。 

●脊椎動物の５つのなかまの共通する特徴について考察する。 

●進化の過程について理解する。          

●植物や動物の進化の流れを表現する。  

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

 

 

 

 

 

１ 

学 

期 

 

 

 

 

自然と人間 

１章 自然界のつり合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●太陽光発電所の建設による利点や問題点などについて、自然と人間との関わりを考

えながら、多様な側面から考察する。 

●食物連鎖における生物のつながりについて理解する。 

●食物連鎖の数量的な関係やそのつり合いの変化について理解する。 

●落ち葉を出発点とした食物網について理解する。 

●対照実験の意味を理解しながら、実験を行う。 

●実験結果から、土の中の微生物のはたらきを考察する。 

●自然界の炭素などの物質の移動を、呼吸や光合成、食物連鎖などと関連づけて捉え

る。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

 

 



 

 

 

 

１ 

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

学

期 

 

 

 

 

宇宙を観る 

１章 宇宙の天体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 太陽と恒星の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 月と金星の動きと見え方 

 

●身近な天体とその運動の特徴や規則性について、知識や概念、既習事項を表現す

る。 

●太陽の表面を観察するために必要な天体望遠鏡の基本操作、注意事項、記録の方法

を身につけている。 

●黒点の形の違いからわかることを分析して解釈し、特徴を見いだして表現するとと

もに、科学的に考察して判断する。 

●太陽に関する事物・現象に進んで関わったり、観察をふり返ったりするなど、進ん

で科学的に探究する。 

●惑星の特徴に注目しながら、地球型惑星と木星型惑星に分類できることを理解す

る。 

●太陽系の天体は、それぞれの特徴ごとに衛星、小惑星、すい星、太陽系外縁天体な

どがあることを理解する。 

●銀河系や銀河系外の特徴に注目しながら、銀河が恒星の集まりであることや地球か

ら見える恒星の明るさが距離や恒星の出す光の量によって異なることを理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●透明半球を用いて太陽の動きを観察し、その結果を適切に記録する。 

●透明半球につけられた点の記録を分析して解釈し、透明半球上の線が何を表すか、

また、動く速さはどうなっているかを科学的に考察して判断する。 

●季節ごとの太陽の南中高度と昼間の長さについて、地球儀を用いて理解する。 

●南中高度や昼間の長さが地軸の傾きによって変わることを理解する。 

●透明半球に各方位の星の動きを記録した紙をはり、全天の星の動きの記録として整

理する。 

●星の日周運動に関する事物・現象に進んで関わったり、観測をふり返ったりするな

ど、科学的に探究する。 

●四季を代表する星座について、同時刻であっても位置が日ごとに移り変わることを

見いだす。 

●季節ごとに地球での星座の見え方が移り変わることを理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●地球から見える月の形や位置の変化を、月の公転と関連づけて理解する。 

●月の動きや見え方、及び日食・月食が太陽・月・地球の位置関係によって起こるこ

とを理解する。 

●月の動きと見え方の学習をもとに、金星の見え方の変化について課題を設定し、仮

説や計画を立案する。 

●モデル実験の結果を分析し解釈して、金星の見え方の変化が規則的に移り変わるこ

とを見いだす。 

●新たな疑問や課題を見いだし、よりよい探究方法などを検討する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

学 

期 

 

 

 

 

化学変化とイオン 

１章 水溶液とイオン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●亜鉛に薄い塩酸を加えたとき、水溶液中で亜鉛がどのような状態で存在している

か、自分の考えを表現する。 

●どのような水溶液に電流が流れるかを調べる実験を、正しく安全に行い記録する。 

●さまざまな水溶液に電圧を加える実験から、電流が流れる水溶液と流れない水溶液

があることや、電流が流れる水溶液には電極付近で変化が起こっていることを見い

だす。 

●ほかの班の実験結果にも興味を示し、意欲的に結果の発表を聞く。 

●電解質・非電解質について理解し、それぞれの物質の例をあげる。 

●実験結果から、塩化銅水溶液中では、銅原子は電気を帯びた粒子になっていること

を推論し、説明する。 

●塩酸に電流を流し、電極付近で発生する気体が何であるか調べる実験を、正しく安

全に行う。 

●実験結果から、塩酸中では、塩素原子は－の電気を帯びた粒子になっていることを

推論し、説明する。 

●塩酸や塩化銅水溶液に電流を流したとき、両極に生じる物質が何であるか理解す



 

 

 

 

 

２ 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 電池とイオン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 酸・アルカリと塩 

 

る。 

●原子の構造を理解し、原子が電気的に中性である理由を説明する。 

●原子がどのようにして陽イオンや陰イオンになるかそのしくみを理解する。 

●イオンの化学式の書き方を理解しており、代表的なイオンを化学式で表す。 

●電離について理解し、電離の様子を化学式を使って表す。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●硝酸銀水溶液に銅線を入れる実験について進んで関わり、そのしくみを科学的に探

究する。 

●硝酸銀水溶液に銅線を入れたときの反応のしくみを、粒子のモデルと関連づけて理

解する。 

●金属のイオンへのなりやすさの順番を調べる計画を立て、説明する。 

●金属のイオンへのなりやすさの違いを調べる実験を、実験計画をもとに、正しく安

全に行う。 

●実験結果をもとに、金属のイオンへのなりやすさの順番を判断する。 

●金属のイオンへのなりやすさの違いについて、見通しをもったり、ふり返ったりす

るなど、科学的に探究する。 

●ダニエル電池を製作する実験を、正しく安全に行う。 

●実験結果から、電池は化学エネルギーを電気エネルギーに変換していることを見い

だし、説明する。 

●電池のしくみを、イオンのモデルを用いて考察し、説明する。 

●電池のしくみを、＋極、－極での変化を中心に説明する。 

●電池の基本的なしくみについて、見通しをもったり、ふり返ったりするなど、科学

的に探究する。 

●身のまわりにはさまざまな電池があり生活の中で使用されていることを理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質を調べる実験を、正しく安全に行う。 

●実験結果から、酸性やアルカリ性の水溶液の共通する性質を判断し、説明する。 

●酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質を理解する。 

●酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質があることに進んで関わり、その性質の

もとを科学的に探究する。 

●酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質のもとを調べる実験を、正しく安全に行

う。 

●実験結果から、酸性、アルカリ性の水溶液に共通する性質のもとがそれぞれ水素イ

オン、水酸化物イオンであることを考察し、説明する。 

●酸性とアルカリ性の水溶液に共通する性質のもとが、水素イオンと水酸化物イオン

であることについて理解する。 

●pH７が中性で、７より小さいほど酸性が強く、７より大きいほどアルカリ性が強い

ことを理解する。 

●酸とアルカリの反応について進んで関わり、見通しをもつなど、科学的に探究す

る。 

●こまごめピペットの使い方に慣れ、中和によって塩ができることを調べる実験を、

正しく安全に行う。 

●実験結果から、中和によってできた塩の種類を、その形から類推し、説明する。 

●中和により塩と水ができることについて理解する。 

●酸とアルカリの反応についてふり返り、実験結果とイオンのモデルを関連づけて、

粘り強く考察する。 

●中和と中性の違いについて理解する。 

●中和の様子を、イオンのモデルを使って考察し、説明する。 

●酸やアルカリの水溶液の廃液を処理する場合にも、中和反応が利用できることを理

解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

学 

期 

運動とエネルギー 

１章 力の合成と分解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 物体の運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 仕事とエネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４章 多様なエネルギーとその移り変わり 

 

 

 

５章 エネルギー資源とその利用 

 

●既習内容や日常経験から問題を見いだし、しくみを解明する。 

●これから展開される力の学習について必要な既習の基礎知識を思い出す。 

●水圧は水の重さによって生じ、深さが深いほど大きく、あらゆる向きにはたらくこ

とを理解する。 

●水中のおもりにはたらく力のようすについて考察する。 

●水中にある物体には、物体にはたらく水圧の差から浮力が生じることを理解する。 

●１つの物体にいくつかの力がはたらく場合に、物体にはたらく力の関係について考

える。 

●ばねばかりなどを使って、合力ともとの２力の関係を調べる。 

●探究の過程をふり返り、角度をもってはたらく２力とその合力の関係を見いだす。 

●力の合成や合力の意味、合力の求め方を理解する。 

●力の分解や分力、分力の求め方を理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●物体の速さについて理解する。 

●記録タイマーなどを使って、物体の運動のようすを調べる。 

●記録タイマーなどを使って、一定の力がはたらき続ける物体の運動のようすを調べ

る。 

●テープに記録された実験結果から、一定の力がはたらき続けたときの台車の運動を

考察する。 

●力がはたらかないときの物体の運動を考える。 

●物体に力がはたらかないときの運動について理解する。 

●斜面上の台車の運動のようすについて仮説を立て、実験を計画する。 

●他者とかかわりながら、探究の過程をふり返り、課題を解決する。 

●斜面上の物体の運動のようすについて、物体にはたらく力と関連づけて説明する。 

●斜面上の物体にはたらく重力を、斜面に垂直な方向と平行な方向に分解して考察す

る。 

●作用・反作用の法則について理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●理科でいう仕事について理解する。 

●動滑車や斜面を使う場合と使わない場合について、物体を持ち上げたときの仕事の

量を調べる。 

●仕事の原理について理解する。 

●仕事率について理解する。 

●エネルギーについて理解する。 

●位置エネルギーの大きさと高さや質量の関係を考察する。 

●位置エネルギーについて理解する。 

●他者とかかわりながら、運動エネルギーの大きさと速さや質量の関係について探究

する。 

●運動エネルギーの大きさと速さや質量の関係を考察する。 

●運動エネルギーについて理解する。 

●力学的エネルギー保存の法則について理解する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●いろいろな種類のエネルギーがあることを理解する。 

●エネルギーは相互に変換することができることを理解する。 

●エネルギーの変換効率について考える。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●いろいろな発電のしくみやそれぞれの特徴を理解する。 

●エネルギーを利用していくときに、どのようなことが問題となるのか考える。 

●放射線の種類や性質、利用方法および、人体への影響を理解する。 

●これまでの学習をふり返り、持続可能な社会をつくるために、エネルギー資源の開

発や利用における課題について考察する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 



 

自然と人間 

２章 さまざまな物質の利用と人間 

 

 

 

 

 

 

３章 科学技術の発展 

 

 

 

 

 

 

４章 人間と環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５章 持続可能な社会をめざして 

 

 

 

 

 

 

●身のまわりのさまざまな衣服が種類の異なる繊維からできていることを理解する。  

●天然繊維と合成繊維の特徴を、その用途と関連づけて説明する。 

●プラスチックの性質を調べる実験を、正しく安全に行う。 

●実験結果から、プラスチックの性質や特徴を見いだし、その用途と関連づけて説明

する。 

●習得した知識・技能を活用して、プラスチックの利用や廃棄とリサイクルについて

関心をもち、自らの問題として考える。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●交通輸送の手段の発展を、生活や社会の変遷と関連づけながら、科学技術の発展と

して理解する。 

●科学技術の発展によって生じた問題に対して、科学技術が貢献していることを認識

し、関連づけて捉える。 

●最新の科学技術について進んで調べ、未来の社会がどのように変わっていくかを科

学的に探究し、考える。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●人間の生活が身近な自然環境にどのような影響を与えているか適切に調査し、その

結果を記録する。 

●得られた結果を分析して解釈し、人間の生活が環境に与えている影響を科学的に考

察して判断する。 

●調査等の活動をふり返り、新たな疑問や課題を見いだして、進んで探究する。 

●それぞれの自然災害について、その特徴や、災害が発生する原因を理解する。 

●身近な自然災害について、見通しをもって進んで調査の計画を立てる。 

●地域の自然の特徴や過去の自然災害、および災害に対する取り組みについて、多様

な情報を活用し、整理する。 

●得られた結果を分析して解釈し、身近な自然の特徴と過去に発生した自然災害を科

学的に考察し表現する。 

●資料をもとに、地球規模で進んでいる温暖化について多面的に理解する。 

●人間の活動が、地球規模で自然環境へ影響を及ぼしていることを理解し、自然環境

を保全することの重要性を認識する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

●循環型社会など、これからの社会において持続可能な社会をつくることが求められ

ていることを理解する。 

●持続可能な社会を実現するために解決するべきことを見いだす。 

●得られた調査結果を分析して解釈し、自然環境の保全や科学技術の利用のあり方に

ついて科学的に考察して判断する。 

●研究をふり返り、新たな疑問や課題を見いだし、進んで探究する。 

●章の学習を通して、自身の変容に気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．評 価 

観    点 評 価 の 内 容 評 価 の 方 法 

知識・技能 

・基本的な概念や原理・法則を理解し，知識が身に

付いているかを評価します。 

・観察，実験の基本操作を習得して確実に活動して

いるかを評価します。 

・目的を持って観察，実験を行い，後片付けまで責

任を持って活動しているかを評価します。 

・テストなどでの知識に関する問題へ

の取り組みで評価します。 

・観察実験での取り組み，レポート，テ

スト等での工夫を評価します。 

・テストなどでの技能に関する問題へ

の取り組みで評価します。 

思考・判断・表現 

・科学的な考え方を用いた考察ができるか，また，

その考えを表現しているかを評価します。 

・単なる知識だけでなく，発展的な内容や実社会で

の応用に関する課題に取り組み，考えを深めていけ

るかを評価します。 

・観察，実験のレポートでの考察の深め

方，表現方法で評価します。 

・テストなどでの発展的な課題や応用

に関する課題への取り組みで評価しま

す。 

主体的に学習に向かう態度 

・教科書以外へも広く興味を持ち，身近な事象や自

然、また生活へのつながりに対して関心が高いかを

評価します。 

・時間や方法を守り，学習に積極的に取り組もうと

しているかを評価します。 

・話し合い活動に積極的に参加し，発言しているか

を評価します。 

・自己の学習到達度に合わせて、学習量を調節でき

ているかを評価します。 

・身近な事象や自然、また生活へのつな

がりに関する課題への取り組みで評価

します。 

・授業・話し合い活動への基本的な姿

勢・積極的な活動の様子で評価します。 

・レポートや課題の取り組みで評価し

ます。 

・定期テスト等の総合的な到達度から、

自らの学習を調整しようとする力を見

取り、評価します。 

上記に示した３つの観点から総合的に評価し，成績とする。 

 

４．学力向上のためのアドバイス 

（１）授業の受け方 

  ①観察，実験を行なったら，その記録をしっかりとまとめましょう。 

   ②観察，実験の結果からわかることを考え，自分の言葉で説明してみましょう。 

   ③教科書の重要語句を覚えると共に，その語句の意味を理解できるようにしましょう。 

 （２）観察，実験の受け方 

   ①実験の目的や方法を十分に理解し，考えながら実験を行うようにしましょう。 

   ②安全に関する注意事項は絶対に聞き落とさないようにしましょう。 

  ③観察，実験で何を調べようとしているのか，その目的を理解し，見通しを持って取り組みましょう。 

 （３）観察，実験シートの書き方 

   ①観察，実験シートの作成にあたっては，ポイントを押さえて記録し，期日を守って提出できるように 

しましょう。 

   ②考察は筋道を立てて自分の考えを自分の言葉で表現できるようにしましょう。 

  ③話し合い活動では意見の交換を積極的に行い，自分の考えを広げ，深める努力をしましょう。 


